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（1） 通学方法等について 

   距離、道路事情等を考慮し、行政区ごとの通学方法について検討した。 

 

【主な意見等】 

 

 

○集約した意見の報告 

①倭地区：どの地区も、４㌔㍍の基準を超えている。また、柳沢は、４㌔㍍に満た

ない場所もある。また、赤岩地籍から児童もいる。倭小に通っている。そのあた

りも考慮していくことが必要である。登校班で通学している。長野電鉄木島線の

バスのバス停を集合場所としている。これを基準に、登校班を編成していくこと

が必要である。 

②科野地区：結論から申し上げて、赤岩、深沢、越すべて４㌔未満だが、スクール

バスでの通学が必要である。理由の１番目は、通学路を整備するという確約がな

い限り徒歩通学はできないということである。次に２番目、人数が少ない地区が

あり、登校班が組めないことで危険があるという理由である。低学年と高学年で、

下校時刻が異なることから、下校時に、1人ないし２人という少ない人数での下

校が考えられる。このため、全地区スクールバスでの通学が適当と考える。 

③平岡地区：竹原区の低学年は、長丘地区に近い、若宮区の児童や科野地区に近い

笠原、金井区の児童、現状徒歩通学だが、厳しい。現実に保護者の要望はどうな

のか。把握できていない。保護者の要望を聞く機会が必要ではないかとなった。

前回も要望したが、今回の会議で取り扱われていない。 

④長丘地区：全体が２～４㌔㍍の範囲であるが、現状は、国道２９２号の西側に通

学路がある。今後は、国道２９２号を横断するようになる。通学路に指定できる

のは、壁田の信号から県道壁田松崎線である。田麦区は、田麦の信号から若宮西

までの市道は、歩道がない。また、人の往来もほとんどない。不安である。信号

は田麦と壁田の２か所である。 

 厚貝区は 

県道中野豊田線で笠倉 

 小学生が、国道を渡るのは、不安が大きい。一端、長丘小学校まで歩き、そこか

ら新しい小学校まで、バスで通学ということが考えられる。また、バス停は、１

つとして、長丘小学校１か所とする案、もう１つの案として、古牧、壁田は、壁

田研修センター、田麦、厚貝は、ふれあいセンターひまわりに集合することが可

能かと考えている。また、田麦信号から若宮西信号までの間は、集落がないこと、

歩道がないことから、小学生の徒歩通学は不安である。 

 

通学路に 



越橋を渡ってどこが、高社大橋を渡ってから 

国道２９２号を安全に横断できれば、 

 

 

【今回のまとめ】 

・今回出された通学方法とその課題を整理し、次回最終確認を行う。 

    ・次回危険個所を確認しながら、倭、科野、長丘地区の通学路を検討する。 

 

 

 

 
⑵ 次回の日程について 

    日時 平成 29年６月 20日（火） 午後６時３０分から 

    場所 北部公民館 


